
 

 

 

 
「ソチオリンピックで活躍した」アスリートは、 

（男性）羽生結弦、葛西紀明、平野歩夢 （女性）竹内智香、浅田真央、上村愛子 

「夢や感動を与えているアスリート」は、浅田真央、イチロー、羽生結弦 

～アスリートイメージ評価調査 ２０１４年２月ソチオリンピック特別編より～ 
 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区 社長：大森壽郎 以下博報堂ＤＹメディアパートナーズ）は、 

２０１４年２月２０日から２５日にかけて、株式会社博報堂ＤＹスポーツマーケティング（本社：東京都港区 社長：豊田真嗣）、デ

ータスタジアム株式会社（本社：東京都世田谷区 社長：加藤善彦）と共同で、アスリートの総合的なイメージを測定する「アスリ

ートイメージ評価調査」 ２月ソチオリンピック特別編を行いました。 

 

注目の調査結果 

 

｢ソチオリンピックで活躍した｣男性アスリートは、１位 羽生結弦（フィギュアスケート）（敬称略、以下同） ２位 葛西紀明（スキ

ー＜ジャンプ＞） ３位 平野歩夢（スノーボード）、女性アスリートは、１位 竹内智香（スノーボード） ２位 浅田真央（フィギュア

スケート） ３位 上村愛子（スキー＜モーグル＞）となり、ソチオリンピックを通じて、結果を出したアスリート、力を出し尽くしたアスリ

ートが上位を占めています。また、「夢や感動を与えている」アスリートは、１位 浅田真央（フィギュアスケート）、２位 イチロー

（野球）、３位 羽生結弦（フィギュアスケート）、４位 葛西紀明（（スキー＜ジャンプ＞）、５位 田中将大（野球）となっており、ソ

チオリンピックの感動がそのまま伝わるようなランキングとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先  ：  株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ  

広報室                          山崎・藤井・桐明  ０３-６４４１-９３４７ 

統合コミュニケーションデザインセンター  大足    ０３-６４４１-９７７２ 

２０１４年３月６日 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

NEWS RELEASE 

 

ソチオリンピックで活躍した 

男性アスリート 

 

１位  羽生 結弦 

２位  葛西 紀明 

３位  平野 歩夢 

４位  渡部 暁斗 

５位  髙橋 大輔 

 

ソチオリンピックで活躍した 

女性アスリート 

 

１位  竹内 智香 

２位  浅田 真央 

３位  上村 愛子 

４位  髙梨 沙羅 

５位  鈴木 明子 

 

 

夢や感動を与えている 

アスリート 

 

１位  浅田 真央 

２位  イチロー 

３位  羽生 結弦 

４位  葛西 紀明 

５位  田中 将大  

 



アスリートイメージ評価調査の解説 

 

[ソチオリンピック出場アスリート 首都圏地上波の報道量比較] 

 

ソチオリンピック期間中（２０１４年２/７～２/２３）のソチオリンピック出場アスリートの首都圏地上波の報道量（ニホンモニタ

ー調べ・速報値）を集計すると、 

男性アスリート１位の羽生結弦は、４６時間４１分、２位の葛西紀明は、３８時間３４分、３位の髙橋大輔は、３１時間２９

分、４位の町田樹は、２４時間３２分、５位の平野歩夢は、２１時間１０分。また、女性アスリート１位の浅田真央は、５０時

間２８分、２位の鈴木明子は、２５時間９分、３位の村上佳菜子は、１９時間３７分、４位の髙梨沙羅は、１４時間２２分、

５位の上村愛子は、１１時間５９分となっています。 

※浅田真央のソチオリンピック期間中の報道量は、昨年１年間の報道量（６３時間１１分）に迫る結果となった。 

 

[イメージ総合ランキング] 

 

イメージ総合ランキング上位は、１位 イチロー（野球）、２位 羽生結弦（フィギュアスケート）、３位 浅田真央（フィギュアス

ケート）、４位 葛西紀明（スキー＜ジャンプ＞）、５位 田中将大（野球）となっており、ソチオリンピックでの活躍で大きくイメー

ジアップしたアスリートや長期間にわたって好成績を残しているアスリートがランキングされています。 

 

[イメージ別ランキング] 

  

「好感がもてる」アスリートは、１位 葛西紀明（スキー＜ジャンプ＞）、２位 羽生結弦（フィギュアスケート）、３位 竹内智香

（スノーボード）、４位 髙梨沙羅（スキー＜ジャンプ＞）、５位石川佳純（卓球）となっており、ソチオリンピックでの活躍で躍進し

たアスリートが上位にランクインしています。 

 

「かっこいい」アスリートは、１位 ダルビッシュ有（野球）、２位 イチロー（野球）、３位 本田圭佑（サッカー）、４位 髙橋大輔

（フィギュアスケート）、５位 錦織圭（テニス）となっており、今年も活躍が期待されるアスリートがランキング上位となっています。 

  

「パワフルな」アスリートは、１位 吉田沙保里（レスリング）、２位 白鵬（大相撲）、３位 田中将大（野球）、４位 北島康

介（水泳）、５位 遠藤（大相撲）となっており、実力はもちろんのこと、存在感があるアスリートが上位となっています。 

  

「常にチャレンジ精神を持ち続けている」アスリートは、１位 イチロー（野球）、２位 葛西紀明（スキー＜ジャンプ＞）、３位 

クルム伊達公子（テニス）、４位 本田圭佑（サッカー）、５位 田中将大（野球）となっており、長い間トップとして活躍し、チーム

を牽引して結果を残したアスリートなどがランクインしています。 

  

「勢いを感じる」アスリートは、１位 羽生結弦（フィギュアスケート）、２位 田中将大（野球）、３位 平野歩夢（スノーボード）、

４位 遠藤(大相撲)、５位 髙梨沙羅（スキー＜ジャンプ＞）となっており、ソチオリンピックでの活躍や今後の飛躍的な活躍が

期待されるランキングとなっています。 

 

 「夢や感動を与えている」アスリートは、１位 浅田真央（フィギュアスケート）、２位 イチロー（野球）、３位 羽生結弦（フィ

ギュアスケート）、４位 葛西紀明（スキー＜ジャンプ＞）、５位 田中将大（野球）となっており、ソチオリンピックの感動がそのま

ま伝わるようなランキングとなっています。 

 



アスリートイメージ評価 ランキング 

 

１) “ソチオリンピックで活躍した”男性アスリートには、「羽生結弦」「葛西紀明」「平野歩夢」 

１ 位： 羽生 結弦（フィギュアスケート） 

２ 位： 葛西 紀明（スキー＜ジャンプ＞） 

３ 位： 平野 歩夢（スノーボード） 

４ 位： 渡部 暁斗（スキー＜ノルディック複合＞） 

５ 位： 髙橋 大輔（フィギュアスケート） 

  

２）“ソチオリンピックで活躍した”女性アスリートには、「竹内智香」「浅田真央」「上村愛子」 

１ 位： 竹内 智香（スノーボード） 

２ 位： 浅田 真央（フィギュアスケート） 

３ 位： 上村 愛子（スキー＜モーグル＞） 

４ 位： 髙梨 沙羅（スキー＜ジャンプ＞） 

５ 位： 鈴木 明子（フィギュアスケート） 

 

３）イメージ総合ランキング上位は、「イチロー」「羽生結弦」「浅田真央」 

１ 位： イチロー（野球） 

２ 位： 羽生 結弦（フィギュアスケート） 

３ 位： 浅田 真央（フィギュアスケート） 

４ 位： 葛西 紀明（スキー＜ジャンプ＞） 

５ 位： 田中 将大（野球） 

６ 位： 本田 圭佑（サッカー） 

７ 位： 吉田 沙保里（レスリング） 

８ 位： クルム 伊達 公子（テニス） 

９ 位： 北島 康介（水泳） 

１０ 位： 髙橋 大輔（フィギュアスケート） 

  

４）“好感がもてる”アスリートには、「葛西紀明」「羽生結弦」「竹内智香」 

１ 位： 葛西 紀明（スキー＜ジャンプ＞） 

２ 位： 羽生 結弦（フィギュアスケート） 

３ 位： 竹内 智香（スノーボード） 

４ 位： 髙梨 沙羅（スキー＜ジャンプ＞） 

５ 位： 石川 佳純（卓球） 

  

 

 

 



５）“かっこいい”アスリートには、「ダルビッシュ有」「イチロー」「本田圭佑」 

１ 位： ダルビッシュ 有（野球） 

２ 位： イチロー（野球） 

３ 位： 本田 圭佑（サッカー） 

４ 位： 髙橋 大輔（フィギュアスケート） 

５ 位： 錦織 圭（テニス） 

 

６）“パワフルな”アスリートには、「吉田沙保里」「白鵬」「田中将大」 

１ 位： 吉田 沙保里（レスリング） 

２ 位： 白鵬（大相撲） 

３ 位： 田中 将大（野球） 

４ 位： 北島 康介（水泳） 

５ 位： 遠藤（大相撲） 

  

７）“常にチャレンジ精神を持ち続けている”アスリートには、「イチロー」「葛西紀明」「クルム伊達公子」 

１ 位： イチロー（野球） 

２ 位： 葛西 紀明（スキー＜ジャンプ＞） 

３ 位： クルム 伊達 公子（テニス） 

４ 位： 本田 圭佑（サッカー） 

５ 位： 田中 将大（野球） 

 

８）“勢いを感じる”アスリートには、「羽生結弦」「田中将大」「平野歩夢」 

１ 位： 羽生 結弦（フィギュアスケート） 

２ 位： 田中 将大（野球） 

３ 位： 平野 歩夢（スノーボード） 

４ 位： 遠藤（大相撲） 

５ 位： 髙梨 沙羅（スキー＜ジャンプ＞） 

 

９）“夢や感動を与えている”アスリートには、「浅田真央」「イチロー」「羽生結弦」 

１ 位： 浅田 真央（フィギュアスケート） 

２ 位： イチロー（野球） 

３ 位： 羽生 結弦（フィギュアスケート） 

４ 位： 葛西 紀明（スキー＜ジャンプ＞） 

５ 位： 田中 将大（野球） 

 

 

 

 



調査設計 

  

・調査方法： Web 調査 

・調査地区： 首都圏＋京阪神圏 

（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県） 

・調査対象者： 対象エリアに在住の１５～６９歳の男女 

・有効回収サンプル数： ６００サンプル 

・調査期間： ２０１４年２月２０日～２５日 

 

この調査はＣＭキャスティングの際に使用する基礎データとしての活用を主な目的とし、対象アスリートの認知、好意度のほか、

博報堂ＤＹメディアパートナーズが独自に構築した２９項目のイメージ評価によるオリジナル調査です。 

博報堂ＤＹメディアパートナーズでは、今後も定期的に「アスリートイメージ評価調査」を実施し、アスリートのイメージ評価の分析

を行ってまいります。 

 


